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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,253 8.3 31 ― 49 215.1 △45 ―
22年3月期第2四半期 3,927 △26.0 △0 ― 15 51.5 23 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △14.13 ―
22年3月期第2四半期 7.25 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 6,075 2,469 40.5 770.65
22年3月期 6,095 2,533 41.4 790.55

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,459百万円 22年3月期  2,523百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,320 1.7 110 46.7 125 5.0 5 △95.2 1.57



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
※この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
※上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。 
  荷主側の物流合理化による取扱量の減少や不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と大きく異なる可能性があります。 
  なお、上記業績予想に関する事項は、四半期決算短信【添付資料】3ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 3,200,000株 22年3月期  3,200,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  8,132株 22年3月期  8,052株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 3,191,908株 22年3月期2Q 3,191,948株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

    当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア諸国を中心とする新興国の成長や、政府の

緊急経済対策などにより、緩やかな回復が見られましたが、期後半には、欧州諸国の財政危機を契機と

する世界的な株安や、円高・デフレなどが顕著になり、景気の先行き不透明感が増しております。 

    物流業界におきましても、金融危機以降急激に落ち込んだ輸送量が、以前の水準にはいまだ戻ってお

らず、依然として先行きは不透明な状況が続いております。 

    こうした環境のなか、当社グループにおきましては、業種や輸送品目などによる回復にばらつきがあ

るものの緩やかな回復傾向にあり、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は、4,253 百万円と前第 2 四半

期連結累計期間に比べ325百万円（8.3％）の増収となりました。 

    次に損益面につきましては、前期より人件費を中心とした諸経費の削減に努めてまいりました結果、

営業利益は 31 百万円（前年同四半期営業損失 0 百万円）となりました。なお、受取配当金の増配や雇

用安定助成金などもあり、経常利益は 49 百万円（前年同四半期経常利益 15 百万円）、また、資産除去

債務会計基準の適用に伴う特別損失などの計上により、四半期純損失は 45 百万円（前年同四半期純利

益23百万円）となりました。 

 

    なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。 

   （イ）石油・ドラム缶等販売事業 

      ドラム缶等販売においては、新缶の販売及び配送が順調に推移し、また石油販売においては、販

売数量及び販売平均単価の増加などにより、売上高は 1,541 百万円となり、営業利益は 34 百万円

となりました。 

   （ロ）貨物自動車運送事業 

      石油輸送は順調に推移しましたが、化学品輸送において、主要取引先による輸送単価見直しによ

り、売上総利益率が低下し、また、全体的な輸送数量の増加に伴う燃料費や有料道路代、修繕費な

どの諸経費が増加し、売上高は1,721百万円となり、営業利益は85百万円となりました。 

   （ハ）港湾運送及び通関事業 

      昨年来から引続いている円高による輸出取扱量の低迷もありますが、取引先によって回復の兆し

が見えてきた事などにより、売上高は273百万円となり、営業利益は11百万円となりました。 

   （ニ）倉庫事業 

      主要取引先の生産調整や、取扱品目の輸入時期遅れなどによる保管料の減少はあったものの、ほ

ぼ順調に推移し、売上高は264百万円、営業利益は31百万円となりました。 

   （ホ）タンク洗滌・修理事業 

      第 1 四半期連結会計期間中に完成しなかった工事が順調に完成し、また、主要取引先からのス

ポット受注もあり、売上高は452百万円、営業利益は25百万円となりました。 

  

    （注）当第1四半期連結会計期間から、セグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同期

との金額比較は記載しておりません。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  （資産） 

    流動資産は、前連結会計年度末に比べ 99 百万円減少し、2,578 百万円となりました。主な要因は、

借入金の約定返済が進んだ事などによる現金及び預金の減少102百万円などであります。 

    固定資産は、前連結会計年度末に比べ 78 百万円増加し、3,496 百万円となりました。主な要因は、

ホストコンピュータの代替などによるリース資産の増加102百万円などであります。 

    この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ20百万円減少し、6,075百万円となりました。 

 

  （負債） 

    流動負債は、前連結会計年度末に比べ 50 百万円減少し、2,283 百万円となりました。主な要因は、

一部支払い方法の変更などによる支払手形及び買掛金の減少64百万円などであります。 

    固定負債は、前連結会計年度末に比べ 93 百万円増加し、1,322 百万円となりました。主な要因は、

ホストコンピュータの代替などによるリース債務の増加99百万円などであります。 

    この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ43百万円増加し、3,605百万円となりました。 

 

  （純資産） 

    純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 63 百万円減少し、2,469 百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金の減少54百万円、その他有価証券評価差額金の減少8百万円などによるものであります。 

 

  （キャッシュ・フローの状況の分析） 

    当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年同四半

期連結会計期間末に比べ8百万円増加し、当第2四半期連結会計期間末には816百万円となりました。 

    当第2四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

    （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

     当第 2 四半期連結累計期間において、営業活動によって得られた資金は 76 百万円（前年同四半期

23 百万円の使用）となりました。これは主に未払金の増加及び資産除去債務会計基準の適用に伴う

影響額によるものであります。 

    （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

     当第 2 四半期連結累計期間において、投資活動によって使用された資金は 47 百万円（前年同四半

期 41 百万円の獲得）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出の増加及び投資活動

によるキャッシュ・フローの「その他」に含まれる差入保証金の増加によるものであります。 

    （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

     当第2四半期連結累計期間において、財務活動によって使用された資金は131百万円（前年同四半

期239百万円の使用）となりました。これは主に短期借入金の増加によるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

    今後の見通しにつきましては、依然として先行き不透明な状況にありますが、当第2四半期連結累計

期間の推移などから、通期売上高8,320百万円、営業利益110百万円、経常利益125百万円、当期純利

益5百万円となる見込みであります。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

    該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

   ①簡便な会計処理 

    イ．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

       当第2四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

    ロ．たな卸資産の評価方法 

       当第2四半期連結会計期間末のたな卸資産の算出に関しては、前連結会計年度末の実地たな卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

       また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

    ハ．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

       法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 

       繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

   ②特有の会計処理 

     税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

     ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。 

     なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

   ①「資産除去債務に関する会計基準等」の適用 

    第 1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

3 月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成

20年3月31日）を適用しております。 

    これにより、営業利益及び経常利益は 1,229 千円減少し、税金等調整前四半期純損失は 59,312 千円

増加しております。また、当会計基準等の適用開始（平成 22 年 4 月 1 日現在）による資産除去債務の

変動額は70,003千円であります。 

 

   ②「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

    「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日）に基づき財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年 3月 24日 内閣府令第5号）の適用に伴い、当第2

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 896,653 999,369

受取手形及び売掛金 1,472,713 1,434,675

リース投資資産 7,779 4,580

商品 11,950 9,144

原材料及び貯蔵品 12,166 12,505

半成工事 14,570 40,971

繰延税金資産 58,390 61,608

その他 112,032 121,894

貸倒引当金 △7,776 △7,076

流動資産合計 2,578,477 2,677,670

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,952,143 2,881,759

減価償却累計額 △2,138,263 △2,055,932

建物及び構築物（純額） 813,880 825,827

機械及び装置 359,400 344,770

減価償却累計額 △272,825 △266,258

機械及び装置（純額） 86,575 78,512

車両運搬具 2,179,483 2,188,945

減価償却累計額 △1,998,621 △2,008,551

車両運搬具（純額） 180,862 180,394

土地 1,250,562 1,250,562

リース資産 286,389 164,639

減価償却累計額 △48,704 △29,589

リース資産（純額） 237,685 135,050

その他 210,578 210,432

減価償却累計額 △177,672 △177,457

その他（純額） 32,906 32,975

有形固定資産合計 2,602,470 2,503,320

無形固定資産 10,133 10,715

投資その他の資産   

投資有価証券 680,119 711,130

リース投資資産 26,691 14,511

その他 203,658 204,680

貸倒引当金 △26,300 △26,300

投資その他の資産合計 884,168 904,021

固定資産合計 3,496,771 3,418,056

資産合計 6,075,248 6,095,726
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 819,596 884,349

短期借入金 952,960 991,440

リース債務 59,654 35,534

未払費用 166,103 155,232

未払法人税等 23,246 57,318

賞与引当金 97,637 97,827

その他 163,984 112,058

流動負債合計 2,283,180 2,333,758

固定負債   

長期借入金 397,705 456,645

リース債務 226,047 126,202

繰延税金負債 1,349 9,476

退職給付引当金 545,389 514,984

役員退職慰労引当金 45,340 53,695

資産除去債務 69,502 －

その他 37,176 67,683

固定負債合計 1,322,508 1,228,685

負債合計 3,605,688 3,562,443

純資産の部   

株主資本   

資本金 160,000 160,000

資本剰余金 4,995 4,995

利益剰余金 2,247,101 2,301,784

自己株式 △2,638 △2,609

株主資本合計 2,409,458 2,464,170

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 50,341 59,235

評価・換算差額等合計 50,341 59,235

少数株主持分 9,761 9,878

純資産合計 2,469,560 2,533,283

負債純資産合計 6,075,248 6,095,726
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,927,806 4,253,186

売上原価 3,680,064 3,957,466

売上総利益 247,742 295,720

販売費及び一般管理費   

販売費 10,734 10,690

一般管理費 237,448 253,826

販売費及び一般管理費合計 248,182 264,516

営業利益又は営業損失（△） △440 31,204

営業外収益   

受取利息 180 117

受取配当金 10,048 11,205

営業車両売却益 3,984 1,152

持分法による投資利益 3,502 4,623

補助金収入 9,642 8,043

軽油引取税交付金 1,959 1,670

その他 3,693 5,196

営業外収益合計 33,008 32,006

営業外費用   

支払利息 14,934 12,985

営業車両売却損 802 －

その他 1,027 429

営業外費用合計 16,763 13,414

経常利益 15,805 49,796

特別利益   

投資有価証券売却益 － 15,220

賞与引当金戻入額 37,774 －

貸倒引当金戻入額 － 129

その他 6,370 72

特別利益合計 44,144 15,421

特別損失   

固定資産除却損 264 4,945

退職特別加算金 1,200 －

事務所移転費用 12,203 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,083

過年度源泉所得税納付額 － 22,688

その他 4 －

特別損失合計 13,671 85,716

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

46,278 △20,499

法人税等 22,477 24,611

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △45,110

少数株主利益又は少数株主損失（△） 658 △17

四半期純利益又は四半期純損失（△） 23,143 △45,093
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

46,278 △20,499

減価償却費 85,458 83,709

持分法による投資損益（△は益） △3,502 △4,623

賞与引当金の増減額（△は減少） △27,473 △190

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,366 30,405

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,588 △8,355

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,703 700

受取利息及び受取配当金 △10,228 △11,322

支払利息 14,934 12,985

固定資産売却損益（△は益） △3,178 △1,224

固定資産除却損 264 4,945

投資有価証券売却損益（△は益） － △15,220

売上債権の増減額（△は増加） 40,102 △38,038

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,709 23,934

未収入金の増減額（△は増加） △15,067 1,294

仕入債務の増減額（△は減少） △11,978 △64,753

未払金の増減額（△は減少） △56,612 68,942

未払費用の増減額（△は減少） △17,179 10,856

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,083

その他 △10,900 △17,456

小計 △3,271 114,173

利息及び配当金の受取額 12,528 13,622

利息の支払額 △14,047 △12,882

法人税等の支払額 △18,231 △38,533

営業活動によるキャッシュ・フロー △23,021 76,380

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △13,001 △13,741

投資有価証券の売却による収入 － 15,720

有形固定資産の取得による支出 △26,842 △53,085

有形固定資産の売却による収入 12,463 3,270

その他 68,584 287

投資活動によるキャッシュ・フロー 41,204 △47,549

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △96,000 －

長期借入金の返済による支出 △129,090 △97,420

自己株式の取得による支出 － △29

リース債務の返済による支出 △14,010 △24,408

配当金の支払額 － △9,590

少数株主への配当金の支払額 △420 △100

財務活動によるキャッシュ・フロー △239,520 △131,547

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △221,337 △102,716

現金及び現金同等物の期首残高 1,029,223 919,369

現金及び現金同等物の四半期末残高 807,886 816,653
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（４）継続企業の前提に関する注記 

  当第2四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日  至 平成22年9月30日） 

   該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日  至 平成21年9月30日） 
 

 

石油・ドラ
ム缶等販売

事業 
（千円）

貨物自動車
運送事業 
（千円） 

構内作業・
機械荷役
事業 

（千円）

港湾運送
及び通関
事業 

（千円）

倉庫事業
（千円）

タンク洗
滌・修理
事業 

（千円）

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円）

 売上高     

(1)外部顧客に 
対する売上高 

1,113,132 1,976,558 27,920 289,451 197,865 322,880 3,927,806 ― 3,927,806

(2)セグメント間の 
内部売上高又は
振替高 

128,245 67,710 210 407 180 767 197,519 (197,519) ―

計 1,241,377 2,044,268 28,130 289,858 198,045 323,647 4,125,325 (197,519) 3,927,806

営業利益又は営業
損失（△） 

11,788 84,360 14,581 4,267 22,353 9,445 146,794 (147,234) △440

  

 （注）1 事業区分の方法 

      当社の売上の集計区分によっております。 

    2 各事業区分の主要製品及び役務 

(1) 石油・ドラム缶等販売事業：石油製品・各種ドラム缶及びその他商品等の販売 

(2) 貨物自動車運送事業：石油類、化学製品等の液体輸送他の貨物運送事業及び自動車運送取扱事業 

(3) 構内作業・機械荷役事業：得意先構内における荷役作業 

(4) 港湾運送及び通関事業：港湾貨物の搬出入、荷捌、保管及び輸出入貨物の通関業務 

(5) 倉庫事業：物品の倉庫保管及び入出庫にかかる諸作業 

(6) タンク洗滌・修理事業：石油・化学製品の貯蔵タンクの洗滌・修理 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日  至 平成21年9月30日） 

 本国以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

前第2四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日  至 平成21年9月30日） 

 当社及び連結子会社において、海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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【セグメント情報】 

 

（追加情報） 

  第1四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21 年 3 月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年3月21日）を適用しております。 

 

 ①報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社は、社内業績管理単位である業種別の営業管理部門を置き、各営業管理部門は取り扱う製品及び労務

提供についての包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。よって、当社は営業管理部門を基礎

とした業種別セグメントから構成されており、「石油・ドラム缶等販売事業」、「貨物自動車運送事業」、「港

湾運送及び通関事業」及び「倉庫事業」並びに「タンク洗滌・修理事業」の5つを報告セグメントとしてお

ります。 

  「石油・ドラム缶等販売事業」は、石油製品、各種ドラム缶及びその他商品等を販売し、これら販売にお

ける配送業務を行っております。「貨物自動車運送事業」は、石油類・化学製品類の液体輸送他の貨物運送

事業及び自動車運送取扱事業を行い、また、これら事業の関連施設における構内作業を行っております。

「港湾運送及び通関事業」は、港湾貨物の搬出入、荷捌、保管及び輸出入貨物の通関業務を行っております。

「倉庫事業」は、物品の倉庫保管及び入出庫にかかる諸作業を行い、また、これら事業の関連施設における

構内作業を行っております。「タンク洗滌・修理事業」は、石油・化学製品の貯蔵タンクの洗滌及び修理事

業等を行っております。 

 

 ②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第2四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日  至 平成22年9月30日）      

（単位：千円） 

報告セグメント 

 
石油・ドラム缶
等販売事業 

貨物自動車 
運送事業 

港湾運送及び
通関事業 

倉庫事業 
タンク洗滌・ 
修理事業 

合計 

 売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 1,541,801 1,721,298 273,169 264,542 452,376 4,253,186

(2)セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

156,891 71,113 152 585 620 229,361

計 1,698,692 1,792,411 273,321 265,127 452,996 4,482,547

セグメント利益 34,934 85,276 11,180 31,263 25,022 187,675

 

 ③報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

利益 金額 

報告セグメント計 187,675

セグメント間取引消去 44

全社費用（注） △156,515

四半期連結損益計算書の営業利益 31,204

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
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（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   当第2四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日  至 平成22年9月30日） 

    該当事項はありません。 
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